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宮
城
朝
陽
同
窓
会

同
　
時
　
平
成
八
年

一
月
二
十
六
日
（金
）

〈
ム
　
場
　
中
国
飯
店

「健
鳳
苑
」

出
席
者

（敬
称
略
）

萩
原
　
大
麓
（中
１８
回
）

山
本
　
　
武
（中
１９
川
）

佐
藤
　
救
久
（中
２０
回
）

岩
井
　
銭
也
（新
４
回
）

平
川
　
直
弘
（新
６
回
）

青
木
　
恭
規
（新
９
回
）

田
上
　
八
朗
（新
１０
回
）

宮
野
壮
太
郎
（新
Ｈ
回
）

倉
成
　
正
也
（新
＝
回
）

梅
木
　
敬
史
（新
“
回
）

谷
　
　
　
一員
（新
３０
回
）

中
越
　
一
統
（新
創
回
）

大
泉
　
　
潤
（新
３４
回
）

高
橋
　
一
隆
（新
３６
回
）

三
好
　
　
理
（新
３７
回
）

小
松
　
偉
二
（新
３８
回
）

吉
田
　
　
一九
（新
３９
回
）

西
本
　
道
洋
（新
４０
回
）

斎
藤
　
毅
人
（新
４２
回
）

〓
一浦
　
　
修
（新
４，３回
）

川
崎
　
智
子
（新
４３
回
）
　

　

以
上
二
十

一
名

当
日
は
最
高
気
温
０
℃
と
い
う
寒
い
日
で
し
た

が
、　
一
年
振
り
の
懐
か
し
い
面
々
が
元
気
よ
く
挨

拶
を
交
わ
し
な
が
ら
定
刻
に
集
ま
り
ま
し
た
。
Ｌ

‐――
卜
、
や
し
い
　
夜
の
器
を
聞
Ｌ
Ｉ
卜
た
■
汗
北

新
報
社
よ
り
石
田
記
者
が
取
材
に
こ
ら
れ
、
二
月

二
日
の
河
北
新
報
の
夕
刊
に
大
き
く
記
事
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
会
長

・
島
内
武
文
、
会
長

・
佐
藤
教
久
、

副
会
長

・
高
橋
山
巳
、
世
話
役

・
岩
井
鋤
也
、
会

計

・
武
田
幸
雄
、
学
生
世
話
役

・
Ｉ
浦
　
修
、
事

務
局

・
本
問
正
樹

翁
０
三
二
―
二
六

一
―
六
六
八
八
内
線
五
〇
〇

お
願
い
宮
城
県
に
転
勤
ま
た
は
入
学
さ
れ
ま
し
た
折
は

ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
宮
城
朝
陽
同

窓
会
名
簿
を
た
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年
の
新
年

会
の
ご
案
内
も
ご
通
知
い
た
し
ま
す
ｏ

例
に
よ
り
岩
井
世
話
役

（東
北
緑
化
環
境
保
全

務
）
の
名
司
会
の
も
と
、
去
る

一
月
十
六
日
に

師
小
松
茂
人
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
の
で

持
を
さ
さ
げ
ご
冥
福
を
析
り
ま
し
た
ｏ
先
生
は

昨
年
の
新
年
会
ま
で
は
と
ん
ど
毎
日
ご
出
席
頂

い
ろ
い
ろ
と
有
益
な
お
＝
葉
を
預
き
ま
し
た
ｏ
・

年
九
十
六
「
続

い
て
佐
藤
教
久
会
長

（東
北
大
一

名
誉
教
授
）
の
ご
挨
拶
の
あ
と
荻
原
大
麓
氏
（ク
¨

ハ
ラ
生

コ
ン
）
の
乾
杯
の
青
頭
で
会
が
は
じ
ま
り

岩
井
―，１
会
よ
り
新
大
会
員
を
紹
介
、
各
人
よ
り
一

扶
拶
を
Ｉ
き
ま
し
た
ぃ

梅
本
敬
史
氏
（日
本
生
命
法
人
部
長
）
、
中
越

統
氏
（日
本
モ
ト
ロ
ー
ラ
経
理
課
長
）
、
西
本
道
キ

氏

（東
京
火
災
海
上
保
険
）
、
斎
藤
毅
人
氏

（新
「

本
証
券
）
、
以
■
四
名
、
仙
台
に
転
勤
し
て
こ
に

れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に

一
人

一

人
、
自
己
紹
介
や
仕
事
の
話
、
よ
も
や
ま
話
等
、

和
気
高
高
の
う
ち
に
進
み
、
飲
む
ほ
ど
に
酔
う
辮

ど
に
、
昨
年
今
年
人
会
の
若

い
方
々
が
大
勢
出
席

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
互
い
に
名
刺
交
換
な
ど
″

し
て
、
よ
り
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
記
念
写
真
器

影
後

「
六
中
健
児
の
歌
」
を
、
い
つ
も
の
新
年
会

ょ
り
，，
ひ
と
声
高
く
仙
台
の
夜
空
に
ひ
び
け
と
合


